
2256 22 2100 14 156 8 7.4% 57.1% 1883 15 373 7 19.8% 46.7%
384 2 378 2 6 0 1.6% 0.0% 362 1 22 1 6.1% 100.0%
211 211 0 0 0.0% 227 1 -16 -1 -7.0% -100.0%
25 20 5 0 25.0% 25 0 0.0%
19 19 0 0 0.0% 18 1 5.6%
24 27 1 -3 -1 -11.1% -100.0% 29 -5 0 -17.2%
44 1 45 -1 1 -2.2% 20 24 120.0%
61 1 56 1 5 0 8.9% 0.0% 43 18 41.9%
2 1 3 0 -1 1 -33.3% 6 0 -4 1 -66.7%

299 5 305 3 -6 2 -2.0% 66.7% 300 5 -1 0 -0.3% 0.0%
120 3 112 2 8 1 7.1% 50.0% 113 3 7 0 6.2% 0.0%
132 1 159 1 -27 0 -17.0% 0.0% 137 2 -5 -1 -3.6% -50.0%
47 1 34 13 1 38.2% 49 -2 1 -4.1%
223 2 215 2 8 0 3.7% 0.0% 181 2 42 0 23.2% 0.0%
10 7 3 0 42.9% 11 -1 0 -9.1%
18 14 4 0 28.6% 15 3 20.0%
193 2 194 2 -1 0 -0.5% 0.0% 155 2 38 0 24.5% 0.0%
2 0 2 0 1 1 0 100.0%
17 0 14 0 3 0 21.4% 31 1 -14 -1 -45.2% -100.0%
3 4 -1 0 -25.0% 10 1 -7 -1 -70.0% -100.0%
14 10 4 0 40.0% 21 -7 0 -33.3%
97 5 104 2 -7 3 -6.7% 150.0% 99 2 -2 3 -2.0% 150.0%
44 2 53 -9 2 -17.0% 53 -9 -17.0%
53 3 51 2 2 1 3.9% 50.0% 46 2 7 1 15.2% 50.0%
112 1 101 1 11 0 10.9% 0.0% 100 2 12 -1 12.0% -50.0%
280 2 269 3 11 -1 4.1% -33.3% 241 1 39 1 16.2% 100.0%
36 1 41 -5 1 -12.2% 37 0 -1 1 -2.7%
220 1 190 3 30 -2 15.8% -66.7% 176 1 44 0 25.0% 0.0%
4 4 0 0 0.0% 3 1 33.3%
20 34 -14 0 -41.2% 25 -5 -20.0%
25 0 18 0 7 0 38.9% 22 0 3 0 13.6%
21 0 33 0 -12 0 -36.4% 17 0 4 0 23.5%
32 0 30 0 2 0 6.7% 19 0 13 0 68.4%
490 0 368 0 122 0 33.2% 270 0 220 0 81.5%
242 158 84 0 53.2% 105 137 130.5%
241 202 39 0 19.3% 159 82 51.6%
7 8 -1 0 -12.5% 6 1 16.7%

119 0 103 0 16 0 15.5% 110 0 9 0 8.2%
23 26 -3 0 -11.5% 26 -3 -11.5%
60 44 16 0 36.4% 58 2 3.4%
36 33 3 0 9.1% 27 9 33.3%
155 4 159 1 -4 3 -2.5% 300.0% 125 1 30 3 24.0% 300.0%
0 0 0 0 0 0
83 4 76 7 4 9.2% 67 1 16 3 23.9% 300.0%
0 2 -2 0 -100.0% 0 0
72 81 1 -9 -1 -11.1% -100.0% 58 14 0 24.1%
196 2 198 2 -2 0 -1.0% 0.0% 164 3 32 -1 19.5% -33.3%
1122 6 980 4 142 2 14.5% 50.0% 804 2 318 4 39.6% 200.0%

（死傷者数・死亡者数ともに、
以下の数値が0％以下のマイナ
ス値となった場合は目標値を達
成していることを示す）

（死傷者数の目標値は29年確定値の
4％減、死亡者数の目標値は同25%減
の数値としている）

令和３年
（確定値）

令和２年
（確定値）

対前年
増減数  対前年増減率

１　食料品製造業
４　木材・木製品製造業
９　窯業土石製品製造業
11～12　金属製品製造業
13～15　機械機具製造業
上記以外の製造業

２　鉱業

【※13次防目標値︓平成29年に比較して　2022年までに死傷災害５％減（各年目標は年１％減の累積値）　死亡災害各年25％減】

13次防目標値 進捗状況
鹿児島労働局

死亡
者数 死傷者数 死亡

者数
死亡
者数

死傷者数

    全産業

死傷者数

１　製造業

４　その他の運輸交通業
５　貨物取扱業
１　陸上貨物取扱業
２　港湾運送業

６　農林業
１　農業
２　林業

７　畜産・水産業
８　商業

３　建設業
１　土木工事業
２　建築工事業
３　その他の建設業

４　運輸交通業
１　鉄道・航空機業
２　道路旅客運送業
３　道路貨物運送業

10　映画・演劇業

17　その他の事業
16　官公署

１　卸売業
２　小売業

15　清掃・と畜業

11　通信業
12　教育・研究業
13　保健衛生業
１　医療保健業
２　社会福祉施設
３　その他の保健衛生業

３　理美容業
４　その他の商業

９　金融・広告業

【※13次防対象期間︓平成30年4月1日～令和5年3月31日】

①　死傷者数は、当月末までに発生した労働災害の被災者を翌月8日締めで集計したもの。
②　死傷者数は、労働者死傷病報告のうち休業見込み日数が４日以上の災害によるもので、死亡者を含みます。
③　死亡者数は、各労働基準監督署の調査等により把握したもので、労働者死傷病報告が未提出の場合もあります。
④　下段の陸上貨物運送事業（４－３・５－１）及び第三次産業（８～17）は、別計。
⑤　13次防目標値については1未満の端数値を四捨五入処理しているため、業種合計値ないし全産業合計値が一致しない場合があります。

　令和3年確定値
業種別死傷災害発生状況　及び　第13次労働災害防止計画（13次防）進捗状況

対目標値
増減率

死傷者数 死亡者
数 死傷者数 死亡者

数 死傷者数
死亡
者数

令和3年
目標値

対目標値
増減数

　業種　　　　　　　年

業種別 死傷災害発生状況

死傷者数 死亡
者数

陸上貨物運送事業（４－３・５－１）

第三次産業（８～17）

14　接客娯楽業
１　旅館業
２　飲食店
３　その他の接客娯楽業

上記以外の事業 



増減数
人数 割合 人数 割合 人数

1 転倒 514 22.8% 1 転倒 497 23.7% 37 1.6% 42 2.0% -5
2 墜落・転落 387 17.2% 2 墜落・転落 410 19.5% 251 11.1% 202 9.7% 49
3 動作の反動・無理な動作 348 15.4% 3 動作の反動・無理な動作 284 13.5% 350 15.5% 285 13.8% 65
4 はさまれ・巻き込まれ 198 8.8% 4 はさまれ・巻き込まれ 166 7.9% 413 18.3% 416 20.1% -3
5 その他 182 8.1% 5 切れ・こすれ 146 7.0% 503 22.3% 506 24.4% -3

702 31.1% 649 31.3% 53
1 転倒 103 26.8% 1 転倒 109 28.8% 4 1.0% 11 2.9% -7
2 はさまれ・巻き込まれ 62 16.1% 2 墜落・転落 62 16.4% 37 9.6% 38 10.2% -1
3 墜落・転落 57 14.8% 3 はさまれ・巻き込まれ 54 14.3% 78 20.3% 54 14.4% 24
4 動作の反動・無理な動作 36 9.4% 4 切れ・こすれ 42 11.1% 66 17.2% 78 20.9% -12
5 切れ・こすれ 31 8.1% 5 動作の反動・無理な動作 34 9.0% 87 22.7% 93 24.9% -6

112 29.2% 104 27.8% 8
1 墜落・転落 100 33.4% 1 墜落・転落 97 31.8% 9 3.0% 6 2.0% 3
2 はさまれ・巻き込まれ 36 12.0% 2 飛来・落下 36 11.8% 33 11.0% 34 11.3% -1
3 飛来・落下 30 10.0% 3 転倒 29 9.5% 46 15.4% 47 15.6% -1
3 転倒 29 9.7% 4 はさまれ・巻き込まれ 28 9.2% 56 18.7% 55 18.3% 1
5 切れ・こすれ 23 7.7% 5 切れ・こすれ 24 7.9% 57 19.1% 56 18.6% 1

98 32.8% 107 35.5% -9
1 墜落・転落 69 35.2% 1 墜落・転落 61 30.8% 3 1.5% 2 1.0% 1
2 動作の反動・無理な動作 37 18.9% 2 動作の反動・無理な動作 37 18.7% 20 10.2% 14 7.1% 6
3 はさまれ・巻き込まれ 20 10.2% 3 転倒 24 12.1% 25 12.8% 25 12.7% 0
4 転倒 14 7.1% 4 激突 19 9.6% 38 19.4% 48 24.4% -10
5 激突され 13 6.6% 5 交通事故（道路） 15 7.6% 70 35.7% 71 36.0% -1

40 20.4% 38 19.3% 2
1 激突され 18 34.0% 1 激突され 20 39.2% 0 0.0%
2 切れ・こすれ 11 20.8% 2 墜落・転落 8 15.7% 8 15.1% 6 12.0% 2
3 墜落・転落 8 15.1% 3 切れ・こすれ 7 13.7% 10 18.9% 9 18.0% 1
4 はさまれ・巻き込まれ 4 7.5% 4 飛来・落下 4 7.8% 10 18.9% 14 28.0% -4
4 飛来・落下 4 7.5% 5 はさまれ・巻き込まれ 3 5.9% 11 20.8% 12 24.0% -1

14 26.4% 10 20.0% 4
1 転倒 325 29.0% 1 転倒 297 30.3% 16 1.4% 18 1.9% -2
2 動作の反動・無理な動作 236 21.0% 2 動作の反動・無理な動作 186 19.0% 121 10.8% 85 8.8% 36
3 その他 151 13.5% 3 墜落・転落 149 15.2% 164 14.6% 123 12.8% 41
4 墜落・転落 116 10.3% 4 その他 70 7.1% 206 18.4% 177 18.4% 29
5 交通事故（道路） 57 5.1% 4 交通事故（道路） 70 7.1% 246 21.9% 240 25.0% 6

369 32.9% 337 35.1% 32
1 転倒 85 38.6% 1 転倒 69 36.3% 6 2.7% 5 2.7% 1
2 動作の反動・無理な動作 37 16.8% 2 墜落・転落 36 18.9% 18 8.2% 18 9.6% 0
3 墜落・転落 27 12.3% 3 動作の反動・無理な動作 23 12.1% 20 9.1% 16 8.5% 4
4 交通事故（道路） 17 7.7% 4 交通事故（道路） 16 8.4% 32 14.5% 18 9.6% 14
5 切れ・こすれ 12 5.5% 5 切れ・こすれ 13 6.8% 48 21.8% 43 22.9% 5

96 43.6% 90 47.9% 6
1 動作の反動・無理な動作 80 33.2% 1 転倒 79 39.1% 2 0.8% 1 0.5% 1
2 転倒 70 29.0% 2 動作の反動・無理な動作 67 33.2% 16 6.6% 19 9.9% -3
3 その他 26 10.8% 3 墜落・転落 13 6.4% 29 12.0% 31 16.2% -2
4 墜落・転落 17 7.1% 4 激突され 10 5.0% 51 21.2% 33 17.3% 18
5 激突 14 5.8% 5 激突 9 4.5% 53 22.0% 43 22.5% 10

90 37.3% 75 39.3% 15
1 転倒 20 33.3% 1 転倒 14 31.8% 3 5.0% 7 16.3% -4
2 切れ・こすれ 12 20.0% 2 切れ・こすれ 9 20.5% 11 18.3% 4 9.3% 7
3 動作の反動・無理な動作 9 15.0% 3 墜落・転落 7 15.9% 3 5.0% 4 9.3% -1
4 高温・低温の物との接触 8 13.3% 4 動作の反動・無理な動作 5 11.4% 8 13.3% 6 14.0% 2
5 墜落・転落 5 8.3% 5 高温・低温の物との接触 4 9.1% 13 21.7% 13 30.2% 0

22 36.7% 10 23.3% 1260歳～

社会福
祉施設

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

※事故の型別について・・・上位5位までの型のみを表示しています。
※表中の太字表記について・・・事故の型別は発生数の多い2つの型を、年齢別は全業種的に発生割合が高い50歳代以上を太字で表記しています。

60歳～

～19歳

60歳～

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

飲食店

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

～19歳

20歳～29歳

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

令和２年
（確定値）

令和3年確定値
業種別　事故の型別・年齢別死傷災害発生状況

鹿児島労働局

事故の型別 年齢別

業種 順
位

令和３年
（確定値） 人数 割合 順

位
令和２年
（確定値） 人数 割合

令和３年
（確定値）

陸上貨物
運送事業

林業

第三次産
業

小売業

60歳～

全産業

製造業

建設業

～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～

～19歳

20歳～29歳



　鹿児島労働局

番号 業  種 被災時の職種 性別 年齢 経験年数 事故の型 起因物 災害の概況(速報による)

1 令和3年 2 月 林業 伐木作業者 男 63 36年 激突され 立木等

　山林の伐木作業において立木（樹高約１３メートル、胸
高直径約２７センチメートル）を伐倒するにあたり、伐倒方
向を調整するため、解体用つかみ機のアタッチメントの側
面部分を立木に当てて支えた状態で、被災者がチェーン
ソーで伐倒したところ、伐倒方向が変化し、当該伐倒木が
被災者に激突したもの。

2 令和3年 2 月 その他の建設業 作業者 男 60 1年
はさまれ・巻き込ま

れ
高所作業車

　高所作業車を用いて街路樹の剪定作業を行うため、坂
道に停車していた高所作業車を移動させようと、輪留めを
外し、アウトリガーを上げたところ、高所作業車が後退し、
止めようとした被災者が、後方に停車していたパッカー車
と後退した高所作業車の間に身体を挟まれたもの。

3 令和3年 3 月 産業廃棄物処理業 点検作業者 男 52 24年
はさまれ・巻き込ま

れ
クレーン

　天井クレーンのクレーンガーター上で点検及び調整中
に、クレーンガーター上にいた点検作業員からの合図に
従い、操作室のクレーン運転士が横行装置を動かしたと
ころ、点検作業員が給電ケーブルの支柱と横行装置に挟
まれ被災したもの。

4 令和3年 3 月 農業 作業者 男 57 2年
はさまれ・巻き込ま

れ
その他の一般動
力機械

　サトウキビ畑において、ハーベスタを使用し、サトウキビ
の収穫作業を行っていた際に、収穫する位置を変えるた
めハーベスタを後退させたところ、収穫の補助作業を行っ
ていた作業員がハーベスタに轢かれて死亡したもの。

5 令和3年 3 月 卸売業 配達員 男 47 4年 交通事故（道路） 乗用車
　乗用車を使用して新聞を販売店に配達中、飲酒運転の
乗用車に衝突されて、死亡したもの。

6 令和3年 4 月 林業 伐木補助作業者 男 65 4年 激突され 立木等

　山林の伐木作業において、被災者（くさび打ち作業）と同
僚労働者（チェーンソーで伐木作業）の２人一組で立木を
伐倒したところ、同僚労働者の伐倒した立木の伐倒方向
が変化し、隣接している木に引っかかり、反動で伐倒した
木が跳ね返り、退避していた被災者に根元部分が激突し
たもの。

令和3年　死亡災害事例（確定）

発生年月



番号 業  種 被災時の職種 性別 年齢 経験年数 事故の型 起因物 災害の概況(速報による)発生年月

7 令和3年 4 月 産業廃棄物処理業 運転者 男 40 2年
はさまれ、巻き込ま

れ
その他の動力運

搬機

　廃棄物処理施設にある洗車場において、エンジンがか
かったまま無人の状態でゴミ収集車が停車しているところ
を、他事業の運転手が発見し、ゴミ収集車のテールゲート
を確認したところ、テールゲート内部の回転板の陰に横た
わる被災者を発見した。その後、テールゲート内部から被
災者を救出したが、頭蓋骨骨折しており、間もなく死亡が
確認されたもの。

8 令和3年 5 月 道路貨物運送業 運転者 男 26 2年 交通事故（道路） トラック
　トラックで上り車線を走行中、センターラインをはみ出
して反対車線を走行するトラックと正面衝突したもの。
負傷後、病院に搬送されたが死亡が確認された。

9 令和3年 5 月 卸売業 管理者 男 55 5年
はさまれ、巻き込

まれ
その他の一般
動力機械

　古紙を圧縮する機械から異常を示すブザーが鳴った
ため被災者が確認に行き、しばらくして悲鳴が聞こえた
ため、近くで作業していた作業員が確認したところ、当
該機械に挟まれた状態の被災者を発見したもの。

10 令和3年 5 月 畜産業 作業者 男 60 15年
はさまれ、巻き込

まれ
動力伝導機構

　鶏舎内で鶏舎設備の補修作業を行っていた被災者
が、鶏卵運搬機の回転軸に巻き込まれ、頸部圧迫によ
り窒息死したもの。

11 令和3年 5 月 土木工事業 作業者 男 75 40年 激突され 荷姿の物

　ポリエチレン管を斜面に沿って谷底に下ろす作業にお
いて、斜面に仮置きしていたところ、急にポリエチレン管
が谷底に向かって滑り落ちて、斜面の最下部で作業し
ていた被災者に激突し被災したもの。

12 令和3年 7 月 道路貨物運送業 運転者 男 63 29年 交通事故（道路） トラック

　被災者が運転する８トントラックが片側１車線の道路
を走行中、左カーブを曲がり切れず、対向してきた２０ト
ントラックと衝突した。お互いのトラックの右前方部分が
衝突して、被災者のトラックは衝撃で道沿いの崖下に
転落し、被災者は川に流されたもの。



番号 業  種 被災時の職種 性別 年齢 経験年数 事故の型 起因物 災害の概況(速報による)発生年月

13 令和3年 7 月 採石業 作業者 男 62 13年 交通事故（道路） トラック

　被災者が一人でダンプ（２５トン）を使用して砕石場内
上方の表土を下方の土砂捨て場に運搬していたとこ
ろ、ガードレールの無い路肩から２６ｍ転落し、運転し
ていた被災者が死亡したもの。

14 令和3年 7 月 土木工事業 作業者 男 67 40年
はさまれ、巻き込

まれ
トラック

 　休憩時間中、一般車両誘導を一人で行っていた被災
者が、被災者の作業位置から約２メートル離れた市道
に停車してあった車両が前方へ動き出したのを発見し
追いかけて運転席に乗りかけたところ、運転席から転
落し右後輪にひかれ、死亡した。

15 令和3年 9 月 製造業 作業者 男 27 1年
はさまれ、巻き込

まれ
荷姿の物

　天井クレーンで成形体（重量：約０．６ｔ）をつり上げ移
動させていたところ、玉掛け用ワイヤロープが外れ、成
形体が被災者に落下して、床との間に挟まれて被災し
たもの。

16 令和3年 9 月 土木工事業 作業者 男 65 36年 墜落・転落 はしご等

　被覆ブロック（３０トン型）製作ヤードにおいて、被災者
が高さ約１．７ｍの可搬式作業台上で、長さ約８0ｃｍの
シノを固定用ボルト穴に差し込み、穴の調整を行ってい
たところ、何らかの原因で当該作業台から墜落し、持っ
ていたシノの先端の尖った部分が右わき腹に刺さり被
災したもの。

17 令和3年 9 月 林業 伐木作業者 男 26 ７ヶ月 飛来、落下 立木等

　伐木現場において、被災者がチェーンソーを用いて高
さ約１７ｍの立木（ネムノキ）の伐倒作業を行っていたと
ころ、追い口の切り込み箇所（高さ約１ｍ）から縦に裂
けて伐倒木が跳ね上がり、高さ約３ｍから折れた立木
が被災者の頭上に落下したもの。
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18 令和3年 9 月 製造業 作業者 男 63 4年 墜落、転落 荷姿の物

　被災者がフレコンバッグの入った金属製格子状の
ケース（１．８ｍ×１．８ｍ×１．８ｍ）の中に入り、フォー
クリフトの爪にフレコンバッグの紐をかけて、フォークリ
フト運転手に合図し、フォークリフト運転手がマストを上
昇させ後退していたときに、被災者がケースの端から
転落し、頭部を打って負傷したもの。

19 令和3年 10 月 産業廃棄物処理業 作業者 男 34 10年 墜落、転落 炉、窯

　被災者が焼却炉施設の再燃焼室のダクト内にて、堆
積した煤塵を掻き出す作業を行っていたところ、何らの
理由でダクト内にある開口部に墜落した。使用していた
墜落制止用器具にて墜落は制止されたため、同僚らで
救出活動にあたっていたが、その後再燃焼室底部で稼
働していたコンベヤーに巻き込まれて被災した。

20 令和3年 11 月 農業 作業者 男 46 16年 墜落、転落 はしご等

　施設敷地内の駐車場において、立木の枝葉の剪定
作業を行っていた被災者が、立木に立掛けた三脚脚立
の下から一段目に足を掛け仰向けの状態で頭から血
を流し倒れているところを同僚が発見したもの。救急搬
送されたが後日死亡が確認された。

21 令和3年 12 月 産業廃棄物処理業 運転者 男 70 13年
はさまれ、巻き込

まれ
トラック

　ごみの収集のため、店舗の倉庫付近に塵芥車を停車
し、ごみを倉庫から取り出していたところ、無人の塵芥
車が倉庫に向かって後進してきたため、被災者が塵芥
車と倉庫の間にはさまれたもの。

22 令和3年 12 月 建築工事業 作業者 男 65 40年 墜落、転落
屋根、はり、も
や、けた、合掌

 木造家屋の新築工事現場において，被災者が高さ３．
７２ｍある桁又は梁上にて羽子板金具の取付け作業を
行っていたところ、足を踏み外し墜落したもの。


